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表 1 試験区構成
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宮城県のイチゴ栽培の大部分を占める作型はグナーの株

冷蔵半促成栽培である。この作型は平地で育苗し, 9月 下

旬から10月 上旬に花芽分化 した苗を11月上中旬から1カ 月

冷蔵した後に定III・ 保温するもので,収穫期は2月 下旬か

らになる。これを高冷地で育苗すれば平地より約 1カ 月早

く秋冷になるので,花芽分化の促進による収穫期の前進が

期待される。このような考えによる試験例はいくつかみら

れるよ
~4)

筆者らは 1"5年に県内の高冷地である栗駒町耕英 (標高
600■ )で育苗中に短日処理を行い, 花芽の分化期と生産

力を検討した。

2試 験 方 法

栗駒町耕英で7月 に挿宙した′ナー苗を用い,8月 25日
に002“厚のシルメーボットゥで日長8時間の短日処理を

開始した。処理日数は11日 ,16日 .21日 の3処理とした。
この各処理についてそれぞれlo月 14日 と10月 21日に山下げを

行い,lo月 21日 山下げの無処理区とあわせて7区 を設け,

約 1カ 月間 0℃で冷蔵したあと日試のビニールハウスに定

植・保温した。試験区の構成は表 1の とおりで, 1区 56株

2連とした。

表2 苗の第 1花房花芽分化状態

注 花芽の項でアルファペッ
CP:未 分化生長点, A:
F:雌ずい形成期
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育苗の耕種 管理は現地の慣行によった。定植方法は,
ベット幅90■ 株間30m,条間面節の2条植とした。施1巴

量はアール当たり成分量でN-13均, P205-19り ,K20~
11勾であった。

調査は花芽分化期,生育,収量などについて行った。

6 結果および考察

1 花芽分化期 :処理後の苗の花芽分(圏は,表 2に示
すようにいずれも9月 25日 で,10月 5日 の時点で未分化で

あった無処理区にくらべて lo日 以上も早まった。しかし山

下げ時に無処理区より花芽のステーンが進み,花数も多か

ったのは,表 5の ように短日16日 処理区と21日 処理区だけ
であった。

(5株平均 )

卜は第 1花房第1番花の発育ステーン,数字は第
IIE大初期, B:肥厚期, C:花 芽分化期, D:が く

1番花以外の花数を示す。

片形成期, E:雄ずい形成期 ,

処理日数
9月 20日 9月 25日 9月 50日 10月 5日

全重 葉数 花芽 全重 数 花芽 鍾 葉数 花芽 全重 戴 花芽

11日 処理

16日  ″

21日  ″

無 処 理
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CP

B～ C

A～ D

225′

228

170

ζ 8枚 C+1
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C+38
0～ ⊃
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2,4タ
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50枚
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C

C+54

E+108
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表3 山下げ・冷蔵開始時の苗の生育状態

注 *10月 14日山下げの無処理区であるが,試験区と
しなかった。

2 生育 :定植後の生育は各区間で大差なかった。

3 開花の早晩 :開花の早きは,表 4に示すように 2区

(10月 14日 山下げ短 日1`日 ), 3区 (同短日21日 ), 6区

(10月 21日山下げ短 日21日 )が早く, 1区 (10月 14日山下

げ短日11日 )が遅かった。

表4 第 1番花の開花株率 (2d栞ヨ壁置)

4 収穫期 :収穫始めは,無処理区 2月 16日 , 1区 (10

月14日 山下げ短日11日 )2月 21日  2区 (同短 日16日 )2

月4日 ,3区 (同短 日21日 )2月 13日 ,4区 (10月 21日 山

下げ短日11日 )2月 24日 , 5区 と6区 (同短 日16日および

短日21日 )2月 10日 であった。

5 収量 :図 1の ように総収量で無処理区を上回 ったの

は, 1区 (10月 14日 山下げ短日
"日
),2区 (同短日16日 ),

4区 (10月 21日 山下げ短日11日 )だけであったが,5月 ま

での早期収量ではすべての鯉 区が無処理区を上回り,特

に 2区 (10月 14日 山下げ短日16日 )は無処理区の23倍に

達した。

6 収穫果の規格別分布 :果実の規格71構成割合は,

表5の ように処理区の奇形果・くず果の割合が無処理区よ

りやや高く, L M級 の占める割合でもいくらか劣った。

以上の結果,高冷地育苗での短日処理は花芽分化を促進

し,従来の高冷地苗の早期株冷蔵栽培にくらべて早期収量

を著しく高める場保があることが認められた。処理日数は

11日 程度では効果が小さく,16日 以上が必要であると考え

られる。また,奇形果・ くず果が増加しL・ M級の割合が

低下する点については,今後さらに検討する必要がある。

1 高冷地で育苗中のメナーについて8月 25日 から11.

16,21日 間の短日処理 を行ったところ, 無処理にくらべ

て花期分化期がいずれも10日以上早まった。

2 山下げ・冷蔵開始を10月 14日 と10月 21日 の2回に分

け,株冷蔵半促威栽培を行った結果,処理区の早期収量は

無処理区にくらべて高まり,16日 処理10月 14日 山下げ区は

無処理区の25倍に達した。

3 処理区の収穫果はいずれもやや奇形果・くず果がふ

ぇ, L.I級 の割合がやや低い傾向があった。
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表5 収穫果の規格芳1構成割合 (果重比 )
(5株平均 )
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